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■
令
和
４
年
度
の
状
況

　
お
試
し
住
宅
カ
メ
ハ
ウ
ス
は
、
ひ
お

き
カ
メ
カ
メ
団
（
以
下
「
カ
メ
カ
メ

団
」
）
が
利
用
で
き
る
も
の
で
、
令
和

４
年
度
で
延
べ
４
５
４
名
が
宿
泊
滞
在

さ
れ
ま
し
た
。
長
期
滞
在
さ
れ
る
カ
メ

カ
メ
団
員
も
現
れ
、
カ
メ
ハ
ウ
ス
運
営

団
体
と
の
交
流
も
多
く
生
ま
れ
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
交
流
が
ス
タ
ー

ト
。
多
く
の
方
に
日
置
市
を
体
感
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
カ
メ
カ
メ
団
員
は
、
令
和
４
年
３
月

末
時
点
で
２
３
９
名
。
順
調
に
盛
り
上

が
っ
て
き
て
お
り
、
カ
メ
カ
メ
団
員
限

定
イ
ベ
ン
ト
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
も
の

や
対
面
式
の
も
の
な
ど
積
極
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
10
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
関
係
人
口
創
出
事
業
「
ひ
お
き
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
令
和

４
年
３
月
に
は
４
カ
所
の
お
試
し
住
宅
カ
メ
ハ
ウ
ス
（
以
下
「
カ
メ
ハ
ウ
ス
」）
も
オ
ー
プ
ン
し
、

日
置
市
公
式
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
ひ
お
き
カ
メ
カ
メ
団
の
登
録
と
カ
メ
ハ
ウ
ス
利
用
も
順
調
に
伸
び

て
き
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
は
、
東
市
来
地
域
の
カ
メ
ハ
ウ
ス
「
ゆ
の
も
と
」
の
整
備
や
日

吉
地
域
の
「
赤
い
え
ん
と
つ
の
家
」
の
Ｄ
Ｉ
Ｙ
リ
フ
ォ
ー
ム
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
、
お
試
し
住

宅
の
運
営
を
、
市
町
村
振
興
宝
く
じ
助
成
事
業
を
活
用
し
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ひ
お

き
を
想
う
す
べ
て
の
人
々
の
拠
り
所
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
作
ろ
う
と
「
メ
タ
バ
ー
ス
」
を

活
用
し
た
社
会
実
験
的
取
り
組
み
「
ネ
オ
日
置
計
画
」
も
始
動
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
た
交
流
促
進
の
挑
戦
を
始
め
て
い
ま
す
。

■
５
カ
所
目
の
カ
メ
ハ
ウ
ス

「
ゆ
の
も
と
」
オ
ー
プ
ン

　
お
試
し
住
宅
を
整
備
す
る
計
画
は
、

旧
４
町
の
中
心
地
と
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
が

集
う
美
山
地
区
の
計
５
カ
所
と
し
て
お

り
、
最
後
の
１
カ
所
が
令
和
５
年
３
月

24
日
、
東
市
来
地
域
の
湯
之
元
温
泉
郷

「
湯
田
地
区
」
に
誕
生
し
ま
し
た
（
画

像
１
）
。
か
つ
て
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
で

あ
っ
た
店
舗
兼
住
宅
。
お
試
し
で
お
店

体
験
ま
で
で
き
る
魅
力
的
な
カ
メ
ハ
ウ

ス
で
す
。
運
営
は
「
湯
之
元
非
公
式
研

究
所
ゆ
の
ら
ぼ
」
が
担
当
。
湯
之
元
の

魅
力
を
た
っ
ぷ
り
感
じ
て
ほ
し
い
と
意

気
込
ん
で
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

■
鹿
児
島
県
産
の
木
材
を
活
用
し
た

Ｄ
Ｉ
Ｙ
リ
フ
ォ
ー
ム
イ
ベ
ン
ト

　
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
空
き
家
活
用
の

促
進
も
視
野
に
入
れ
て
お
り
、
昨
年
は

美
山
地
区
の
カ
メ
ハ
ウ
ス
「
み
や
ま

と
。
」
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
鹿
児
島

県
産
木
材
を
活
用
し
た
Ｄ
Ｉ
Ｙ
リ

フ
ォ
ー
ム
の
啓
発
事
業
「
Ｄ
Ｉ
Ｙ
講
座

事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
４

年
度
は
、
赤
い
え
ん
と
つ
の
家
の
敷
地

に
併
設
さ
れ
て
い
る
「
日
置
瓦
の
工
場

跡
地
」
と
「
倉
庫
」
を
舞
台
と
し
た
同

事
業
を
計
画
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
周
辺
住
民
な
ど
も
交
え
、
シ

リ
ー
ズ
３
回
の
Ｄ
Ｉ
Ｙ
リ
フ
ォ
ー
ム
事

業
を
実
施
し
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
や

事
務
所
な
ど
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
（
画

像
２
）
。

　
か
つ
て
日
置
瓦
を
製
造
し
て
い
た
工

場
跡
が
、
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
に
生
ま
れ
変
わ

り
、
新
た
な
「
集
う
場
」
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
毎
月
第
１
日

曜
日
に
「
赤
い
え
ん
と
つ
イ
チ
の
日

（
画
像
３
）
」
と
題
し
た
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
。
Ｄ
Ｉ
Ｙ
講
座
事
業
に
関
わ
っ
た

か
た
が
た
の
「
想
い
」
が
詰
め
込
ま
れ

た
シ
リ
ー
ズ
イ
ベ
ン
ト
。
今
後
の
盛
り

上
が
り
に
注
目
で
す
。

■
新
た
な
交
流
ス
タ
イ
ル
の
模
索

　
コ
ロ
ナ
禍
で
感
じ
た
こ
と
、
そ
れ
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
可
能
性
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
距
離
に
縛
ら
れ
る
こ
と

の
な
い
交
流
手
段
と
し
て
「
オ
ン
ラ
イ

ン
」
と
い
う
言
葉
も
広
く
浸
透
し
、
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
ア
プ
リ
を
活
用
し
た

「
オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み
会
」
が
流
行
す
る

な
ど
、
多
く
の
人
々
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
活
用
を
研
究
し
た
時
期
で
も
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
さ
ら
な
る
可
能
性
を
追
求

し
、
活
路
を
「
仮
想
空
間
メ
タ
バ
ー

ス
」
に
見
い
だ
し
、
「
ネ
オ
日
置
計

画
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
上
げ

ま
し
た
。
多
く
の
か
た
が
た
を
巻
き
込

み
「
再
現
し
た
い
名
所
の
総
選
挙
」
や

「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
に
よ

る
財
源
確
保
な
ど
「
ひ
お
き
を
想
う
す

べ
て
の
人
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

し
て
現
在
も
進
行
中
で
す
。

　
ネ
オ
日
置
は
現
在
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

が
完
成
し
、
一
般
公
開
し
て
い
ま
す
。

無
料
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
多
く
の
か
た
が
た
に
体
験
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
ウ
ェ
ブ
メ
デ
ィ
ア
「
ひ
お

き
と
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令和 4年度レポート

プロジェクト

▲  画像２  イベント空間や事務所スペースにリフォーム

▲  画像３  「赤いえんとつイチの日」の様子

▲ 完成した「ネオ日置のエントランス」

▲  画像１  お試し住宅カメハウス「ゆのもと」。カメカメ団の滞在拠点になります
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自治会長を紹介します!!
　自治会は、市からの広報紙や回覧文書などの配布、ごみステーションの管理、地域課題の解決など、公共
サービスの一端も担っています。市も地域が何を求めているかを模索する中で、必然的に両者の連携が求め
られ、相互に対等な立場で協力し合う協働の関係が築かれています。
　その中でも自治会のまとめ役である「自治会長」は、行政や地区公民館、各種団体との連携においても
中心的な役割を担い、活躍しています。
　住みよい地域づくりには、皆さんの協力が必要です。自治会活動へ積極的にご参加ください。

日吉地域

東市来地域

（敬称略）
5令和 年度

伊集院地域

令和５年度日置市自治会長連絡協議会組織体制

※市の会長・副会長は地域の会長から選出。

　自治会での自治活動を推進するために、各地域に
は自治会長連絡協議会が組織されています。年に６
回、自治会活動に関する研修会を開き、直面する地
域課題の協議や各自治会の活動・組織づくりなどに
ついて情報交換を行っています。
　また、地域連絡協議会の相互調整を行いながら、
市との連携を図る日置市自治会長連絡協議会を組織
しています。

扇尾

今　田

※各地域の連絡協議会役員および理事から選出された上記12人が市連絡協議会の理事を務めます。

岡村　豊

岡村　豊 飯牟礼下

諸正   隆志

福元　茂樹下神殿3区

の

インフォメーション行政 インフォメーション行政

高 山
鉾 之 原
立 和 名
　 荻 　
北 山
上 床
田 代
梅 木
元 養 母
下 養 母
麓 上
麓 下
古 市
城 之 町 上
城 之 町

立和名　義　信
鉾之原　照　夫
吉 丸 信 一
久 保 　 修
福 田 龍 朗
片 平 勇 作
野間口　俊　行
徳　重 五月男
有 村 　 充
住 吉 仲 一
柳 田 一 夫
新　川　幸八郎
田 丸 幸 徳
上 原 修 一
村 原 法 文

自治会名 会長名
杉 之 迫
坂 之 上 下
美 山
牧 之 角
大 平
皆 田 東
皆 田 西
丸 牧
上 野 東
上 野 西
向 湯 田
駅 前
中 央
元 湯
田 之 湯

川 手 親 久
谷 口 正 行
中 村 　 治
西 　 展 孝
北 園 俊 郎
鍛治屋　隆　雄
松 尾 正 裕
大 庭 良 昭
下 池 清 徳
徳 永 和 博
重 信 吉 孝
藤 田 伸 一
寺　田　そよみ
福 留 　 樹
秋 嶺 良 一

自治会名 会長名
堀 内
上 伊 作 田
元 伊 作 田
中 伊 作 田
柿 之 迫
江 口
川 北
平 迫 比 良
赤 崎
鈩 口
永 山
神 之 川
南 神 之 川

住 吉 　 徹
中 村 俊 一
早 迫 徳 郎
池 田 　 勉
上 池 孝 一
福 山 　 誠
前 田 一 彦
中 村 敏 明
迫 　 政 昭
後 夷 義 弘
永 山 勝 則
山 口 幸 夫
丸 田 靖 典

自治会名 会長名

吹上地域

西 本 町
東 本 町
坂 元
多 宝 寺
ふ も と
小 牧
湯 之 元
南 湯 之 元
緑 ヶ 丘
窪 田
宮 坂
上 中 之 里
下 中 之 里
南 宮 内
東 宮 内
西 宮 内
中 津
亀 原
花 熟 里

櫻 井 健 一
常 田 和 彦
篠 原 政 志
東 　 祐 充
長谷川　　　徹
春 成 勝 美
徳 重 昭 人
松 下 光 二
山 下 和 子
内 村 俊 彦
松 﨑 秀 文
久 保 広 美
久 保 明 廣
平 峯 之 廣
市 園 久 志
竹之内　秀　二
内 田 信 之
永 田 正 樹
堂 下 克 朗

自治会名 会長名
小 野 浜
小 野 馬 場
小 野
下 田 尻
中 田 尻
上 田 尻
芋 野
野 首
下 与 倉
藤 元
赤 仁 田
上 与 倉
田 之 尻
平 鹿 倉
苙 口
瀬 谷
助 代

田　﨑　フミ子
永 山 政 秋
脇 　 芳 弘
西 村 厚 弘
徳 田 祐 治
山 口 隆 次
柳 原 義 則
松 元 和 宏
大 園 　 浩
樹 　 治 美
町 田 秋 隆
黒 葛 孝 一
久 保 勝 明
遠 矢 静 夫
四 元 幸 喜
藤 元 弘 人
馬 場 俊 行

自治会名 会長名
上 和 田
中 和 田
下 和 田
苙 岡
入 来
西 原
入 来 浜
今 田
小 永 吉
草 田 原
下 草 田
浜 田
川 中
新 川 原
永 吉 中 央
永 吉 東
印 口
坊 野

山之内　　　修
前 野 和 廣
馬 籠 章 一
今 村 康 彦
西　園　孝太郎
安 田 健 二
上 野 　 勉
福 元 茂 樹
肥 後 　 博
川 北 勝 彦
山之内　孝　一
宮 里 忠 悟
恒 吉 　 治
國 生 近 人
森 山 光 博
鍋 谷 泰 知
今 屋 政 市
有　馬　千代之

自治会名 会長名

二 潟
山 田
日 新
熊 野
西 郷
日 置 麓

檜 物 孝 二
畠 中 明 雄
中　薗　三千夫
田 畑 良 弘
鉾 立 和 哉
久 保 俊 信

自治会名 会長名
帆 之 港
八 幡
柿 の 谷
諏 訪
草 見
笠 ヶ 野

満 尾 修 一
山 口 国 市
冷 水 　 明
伊 内 敏 男
宮 脇 　 誠
下 笠 敏 英

自治会名 会長名
毘 沙 門
草 原
北 区
中 区
南 区
扇 尾

芦 江 和 美
川 畑 陽 一
井 上 　 敏
内 村 友 治
妙 見 義 弘
諸 正 隆 志

自治会名 会長名

上 方 限
四 郎 園
下 方 限
麓 東
天 神 馬 場
上 之 馬 場
元 町
向 江 町
中 央 通
駅 前
銀 天 通
城 山
荒 瀬
小 城
瀬 戸 内
徳 重 東
猪 鹿 倉
清 藤
郡 上
郡 内
宮 脇

末 吉 三 郎
田 中 和 弘
吉 永 義 昭
窪 田 直 人
上 村 修 造
石 神 高 俊
樋　口　豊三郎
橋 口 正 人
新 山 淳 二
徳 留 秋 輝
佐 藤 和 輝
宮 原 博 憲
金 本 善 文
中 面 静 雄
上 野 義 信
東 　 幸 也
山 口 　 豊
有 村 芳 文
黒 木 　 誠
福 元 純 也
木之下　　　勝

自治会名 会長名
中 福 良
平 古
郡 下
大 田 上
大 田 中
大 田 下
久 木 野 々
飯 牟 礼 下
　 腰 　
善 福
飯 牟 礼 上
飯 牟 礼 中
古 城
恋 之 原
下 土 橋
上 土 橋
中 川
竹 之 山
麦 生 田
上 神 殿
中 神 殿

奥 　 憲 三
犬 童 弘 文
久 保 啓 昭
有 村 正 弘
綾 田 民 樹
安 永 隆 一
岩 﨑 裕 司
岡 村 　 豊
今 村 澄 夫
益 満 昭 人
榎 園 秀 和
徳 永 勝 己
土　屋　太津朗
諏訪田　幸　一
仮 屋 利 治
尾　堂　喜美俊
上 　 武 寿
石 原 　 司
野　崎　講一郎
木　下　潮比兒
福 田 浩 三

自治会名 会長名
下神殿１区
下神殿２区
下神殿３区
下神殿４区
桑 畑
野 田
寺 脇
朝 日 ヶ 丘
立 野
妙円寺１区
妙円寺２区
妙円寺３区
妙円寺５区
妙円寺６区
妙円寺７区
妙円寺８区
妙円寺９区
つつじヶ丘１区
つつじヶ丘2･3区

下 松 　 智
西 　 稲 夫
下御領　伸　一
松 元 哲 郎
西 　 定 美
地頭江　繁　人
奥 　 信 雄
宮之脇　克　己
寺 園 建 倉
眞 田 研 一
池 田 和 弘
有 馬 秀 一
牛 鼻 幸 二
今別府　秀　美
外 園 昭 実
平 　 美 治
木 原 　 剛
前 田 　 学
小 篠 元 生

自治会名 会長名
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これであなたも日置通!
他の話題もこちらから
ご覧いただけます！

これであなたも日置通!

野の幸、山の幸を大満喫！
第20回尾木場めだかの里散策＆山菜狩り

4月
9日

　東市来地域の高山地区で「第20回尾木場めだかの
里散策＆山菜狩り」が行われ、市内外から15グルー
プ55人が参加し、春の野山を満喫しました。
　「NPO法人がんばろう高山」の事業として地域の
活性化につなげようと企画されたもので、参加者は
ワラビやノビル、ツワなどの野の幸、タケノコなど
の山の幸を袋いっぱいに収穫していました。姉弟で
参加の宮元穂乃華さんは「ノビルがどんな味がする
のか楽しみ！」と話し、弟の紘翔くんは慣れないくわ
に苦戦しながらも「タケノコ堀りは楽しくて全然疲
れなかった」と笑顔で話してくれました。

力を合わせてタケノコ採り

夏の甲子園にも期待！
春の高校野球県大会優勝の城西高校が市長を表敬訪問

4月
10日

　３月20日から４月３日に行われた春の高校野球
県大会（九州地区高等学校野球大会鹿児島県予選）
で22季ぶり４度目の優勝を果たした城西高校野球
部の皆さんが市長を表敬訪問しました。
　キャプテンの黒川虎大郎さんは永山市長へ「今回
の結果に満足せず、自分たちの目標である夏の甲子
園に出場できるよう、今後も頑張っていきたい！」
と力強く話しました。
　永山市長は城西高校の皆さんへ「人生で、勝負す
べきときに全力を出し切った人間は人間的に強くな
れます！今後も頑張ってください！」とエールを送
りました。

「なにくそ魂」で夏の甲子園を目指す城西高校

全国で大活躍！
伊集院剣心館の選手が表敬訪問しました

　３月25日から27日の３日間で行われた「第45回全国ス
ポーツ少年団剣道交流大会」で優勝した川内優さん（女子
個人試合　中学生）と準優勝した西寿弘さん（男子個人試
合　中学生）が永山市長を表敬訪問しました。
　第42回大会から第44回大会は、新型コロナウイルス感
染症の影響で中止となっており、４年ぶりの大会となりま
した。
　川内さんは、大会を振り返り「高校に上がっても頑張る
モチベーションとなった。全国一という目標は達成したが
今回は個人だった。高校では団体でも優勝したい」と話
し、西さんは「前の大会までは、個人では３位が最高だっ
た。今回の準優勝でさらに自信がついた」と話しました。

3月
29日

伊集院剣心館期待の星！

上市来中学校 76年間ありがとう
上市来中学校閉校式

3月
18日

 令和５年３月31日をもって閉校となった上市来中学
校。３月18日に閉校式が行われました。昭和22年に創
立し、令和３年度までに5,157人の生徒が卒業した本
校。たくさんの思い出が詰まった学校です。式には、
在校生から卒業生まで幅広い年代の方が参加され、当
時を懐かしみ、涙する方もいらっしゃいました。
　「お別れの言葉」では、現在の生徒会長小園太陽さ
んは「先輩方が伝統を作ってきてくれたから今の上市
来中学校がある。上市来中学校がなくなってしまうの
は寂しいですが、思い出を大切にしたい」と話しまし
た。

校旗返納の様子

二十歳を迎えた先輩から本のプレゼント
二十歳を祝う式からの図書贈呈式

3月
5日

　今年、二十歳を祝う式に出席されたみなさんか
ら、市内の図書館に図書を寄贈する図書贈呈式が、
市立中央図書館で行なわれました。これは、後輩で
ある子どもたちや市民のみなさんに少しでも「本」
に親しみを持ってもらえればと実行委員会が企画し
たもので、式典参加者から図書購入費を募り、図書
98冊が贈られました。前村脩太実行委員長は「私
も小さい時は、絵本をよく読んでいました。たくさ
ん読んで知見を広げてほしい。」と話しました。寄
贈された図書は「贈二十歳を祝う式」のスタンプを
押し、市内図書館に配置されます。

贈呈式の様子

エンヤオーの掛け声に、願いを込めて
「船こぎ祭り」４年ぶり開催！

3月
20日

　五穀豊穣、無病息災を祈願する祭祀「船こぎ祭
り」が、４年ぶりに船木神社に奉納されました。こ
れは、参加者が1メートル前後の模型の船を「エン
ヤオー」の掛け声とともに自分の目の前で３回ほど
回し、次の人へ送り渡す伝統行事。神社には、最も
古い天明６（1786）年の船をはじめ、木製の船約
60隻が納められており、今回はそのうちおよそ30
隻が使用されました。
　参加者らは、「船が久々に日の目を見て嬉しい」
「船は思ったよりも重かったが、歴史を感じられて
おもしろかった」と笑顔で話しました。

４年振りに模型船がお目見え

若き才能の響演
第25回　若き音楽家たちのコンサート

3月
19日

　３月19日、新芸術家協会が主催する『第25回 若き
音楽家たちのコンサート』が伊集院文化会館において
開催されました。８歳から26歳までの、25人の若い
音楽家たちがヴァイオリンやピアノ、サクソフォン、
声楽などにより堂々たる音色を披露し、聴衆を魅了し
ました。 この日の表彰結果は次のとおりです。
【受賞者（敬称略）】グランプリ:三原奏音、新芸術
家協会賞:満永さくら、審査員特別賞:岡友一、則久雅
子、三島実重子、聴衆賞:榮川昊志、バンビ賞:平瀬永
崇、財部琴羽
　受賞おめでとうございます！素敵な演奏をありがと
うございました！

グランプリの三原さんの演奏

新１年生へ交通安全教材のプレゼント
トラック協会による交通安全教材の贈呈

　公益財団法人鹿児島県トラック協会から市内の小
学校に入学する新１年生全員に交通標識の載った文
具セットが寄贈されました。
　貨物自動車運送事業は、道路網を多く利用する事
業であることから、住民の方の交通安全に対する意
識の向上を目的とし、毎年行われています。
　鹿児島県トラック協会の倉園一雄さんは、「交通
標識を知ってもらい、交通ルールを守って安全に登
下校をして欲しい」と話しました。
　寄贈された文具セットは、入学式後に各小学校に
おいて新１年生に配布されました。

倉園さんから教育庁へ目録贈呈

3月
27日
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国際交流
だより

　
ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！
韓
国
か
ら
来
た
国

際
交
流
員
の
ア
ル
ム
で
す
！
韓
国
で
は
５
月

を「
家
庭
の
月
」と
い
い
ま
す
。
子
供
の
日（
５

月
５
日
）・
親
の
日
（
５
月
８
日
）・
夫
婦
の

日
（
５
月
21
日
）
な
ど
、
家
族
に
ま
つ
わ
る

記
念
日
が
多
い
た
め
で
す
。
子
供
の
日
は
日

本
と
同
じ
く
５
月
５
日
で
祝
日
で
す
が
、
親

の
日
、
夫
婦
の
日
は
残
念
な
が
ら
祝
日
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
祝
日
は
子
供
の
日
だ
け
で
す

が
、「
家
庭
の
月
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
だ

け
あ
っ
て
、
家
族
で
お
出
か
け
す
る
こ
と
が

多
く
な
る
５
月
で
す
。

　
５
月
は
全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
や
祭
り
が
開
か
れ
ま
す
。
今
日
は
日
置
市

が
友
好
関
係
を
結
ん
で
い
る
韓
国
の
南
原（
ナ

モ
ン
）
市
で
行
わ
れ
る
「
春
香
祭
（
チ
ュ
ニ
ャ

ン
ジ
ェ
）」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
今
年
で
第
93
回
目
を
迎
え
る
春
香
祭
は
、

「
春
香
伝
」
と
い
う
韓
国
人
な
ら
誰
も
が
知
っ

て
い
る
南
原
市
を
舞
台
と
す
る
古
い
恋
物
語

を
テ
ー
マ
に
し
た
お
祭
り
で
す
。
毎
年
陰
暦

（
旧
暦
）
４
月
８
日
を
含
め
て
４
日
間
開
か
れ

ま
す
。
ち
な
み
に
今
年
は
５
月
25
日
か
ら
30

日
ま
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
お
祭
り
で
は
、
朝

鮮
時
代
の
飲
み
屋
風
夜

市
や
さ
ま
ざ
ま
な
公

演
・
体
験
イ
ベ
ン
ト
が

あ
り
、
韓
国
中
か
ら
た

く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
ま

す
。
中
で
も
盛
り
上
が

る
の
が
、
地
元
の
高
校
生
や
市
民
ら
が
春
香

伝
の
主
人
公「
春
香（
チ
ュ
ニ
ャ
ン
）」と「
夢

龍
（
モ
ン
リ
ョ
ン
）」
を
演
じ
る
パ
レ
ー
ド
で

す
！
男
女
共
学
の
場
合
、
男
子
と
女
子
で
そ

れ
ぞ
れ
夢
龍
（
男
）、
春
香
（
女
）
役
を
演
じ

ま
す
が
、
男
子
校
の
場
合
、
男
子
生
徒
が
口

紅
を
つ
け
て
春
香
役
も
し
ま
す
。
そ
れ
が
ま

た
春
香
祭
の
か
な
り
の
見
ど
こ
ろ
で
す
。

　
そ
し
て
「
春
香
祭
」
と
言
え
ば
「
春
香
選

抜
大
会
」が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。い
わ
ゆ
る
ミ
ス
・

コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る

意
識
の
向
上
と
と
も
に
近
年
韓
国
で
は
ミ
ス

コ
ン
を
廃
止
し
て
い
く
動
き
が
あ
り
ま
す
が
、

春
香
選
抜
大
会
だ
け
は
ミ
ス
コ
リ
ア
を
除
い

て
一
番
権
威
の
あ
る
ミ
ス
コ
ン
と
し
て
人
々

の
関
心
が
絶
え
な
い
大
会
で
す
。

　
こ
こ
で
重
大
発
表
で
す
！
実
は
今
年
は
私

も
春
香
祭
の
期
間
中
に
南
原
市
を
訪
問
し
ま

す
。
春
香
祭
の
様
子
を
国
際
交
流
員
の
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
に
て
配
信
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
次
の
二
次
元
コ
ー
ド
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ

さ
い
ね
！
チ
ャ
ル
　

タ
ニ
ョ
オ
ル
ケ
ヨ
〜

（
行
っ
て
き
ま
す
〜
）

５
月
は
「
家
庭
の
月
」
、

南
原
市
に
お
出
か
け
し
ま
せ
ん
か
？

永山 由高
日置市長

 

　
日
置
市
に
は
、
東
市
来
、
伊
集
院
、
日
吉
、

吹
上
、
４
地
域
に
そ
れ
ぞ
れ
図
書
館
が
あ
り
、

借
り
た
本
は
市
内
ど
の
図
書
館
で
も
返
却
で

き
ま
す
。
各
館
の
休
館
日
は
異
な
る
た
め
、

市
内
の
ど
こ
か
の
図
書
館
は
必
ず
開
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
４
図
書
館
は
そ
れ
ぞ

れ
に
特
色
が
あ
り
、
各
館
で
司
書
さ
ん
が
思

い
を
込
め
て
運
営
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
本
好
き
な
子
供
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
小
さ
い
こ
ろ
は
図
書
館
が
大
好
き
で
し

た
。
一
方
で
社
会
人
に
な
る
と
本
を
オ
ン
ラ

イ
ン
通
販
で
購
入
す
る
機
会
が
増
え
、
一
時

期
は
図
書
館
の
利
用
頻
度
が
激
減
し
ま
し

た
。
お
そ
ら
く
同
じ
よ
う
に「
昔
は
図
書
館
、

よ
く
行
っ
た
け
れ
ど
、
最
近
は
行
っ
て
い
な

い
な
あ
」と
い
う
方
は
少
な
く
な
い
と
思
い

ま
す
。

　
特
に
30
代
、
40
代

の
子
育
て
世
代
は
、

日
常
に
追
わ
れ
る
中

で
な
か
な
か
本
を
開

く
時
間
が
な
く
、
ま

た
図
書
館
に
行
く
時

間
も
取
れ
な
い
こ
と

が
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
さ
ら

に
、
せ
っ
か
く
図
書
館
に
行
っ
て
も
子
ど
も

さ
ん
の
本
選
び
に
付
き
合
う
だ
け
で
精
い
っ

ぱ
い
、
な
か
な
か
自
分
の
本
を
選
ぶ
時
間
は

取
れ
な
い
と
い
う
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
皆
さ
ん
に
お
す
す
め
し
た
い
の

が
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
各
図

書
館
に
電
話
で
事
前
に「
〇
〇
に
関
す
る
お

す
す
め
本
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
」と
お
伝
え

い
た
だ
け
れ
ば
、
と
っ
て
お
き
の
一
冊（
も

し
く
は
数
冊
）を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
ま
す
。

　
私
も
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
効
率
よ
く
情

報
を
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る
た
め
に
、
よ
く
こ
の

サ
ー
ビ
ス
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
今
年
５
月
末
に
は
日
置
市
が
姉
妹
都
市

盟
約
を
締
結
し
て
い
る
韓
国
の
南
原
市
を
訪

問
す
る
予
定
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
司
書
さ
ん

に「
南
原
市
や
、
日
置
市
と
韓
国
と
の
交
流

に
つ
い
て
調
べ
て
お
き
た
い
で
す
」と
ご
相

談
し
、
早
速
選
書
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
図
書
館
は
本
を
借
り
る
た
め
だ
け
の
場
所

で
は
な
く
、
調
べ
も
の
を
し
た
り
、
集
中
し

て
考
え
た
り
、
勉
強
を
し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
用
途
で
多
く
の
方
が
集
ま
る
場
に
な
っ
て

い
ま
す
。「
最
近
図
書
館
に
行
っ
て
い
な
い

な
あ
」と
い
う
方
も
、
ぜ
ひ
、
図
書
館
を
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

市
長
コ
ラ
ム

#14

「
子
育
て
世
代
の
皆
さ
ん
に
こ
そ

   

お
す
す
め
し
た
い
図
書
館
活
用
法
」

これであなたも日置通!
他の話題もこちらから
ご覧いただけます！

すごいぞ！育英館野球部 全国２連覇達成！！
鹿児島育英館中学校野球部市長を表敬訪問

4月
11日

　３月21日から３月26日に静岡県で開催された
「第14回全日本少年春季軟式野球大会」で優勝
し、見事、２連覇を果たした鹿児島育英館中学校野
球部の皆さんが永山市長を表敬訪問しました。
　森永監督は、大会を振り返り「令和３年の秋季県
大会で敗退したので、今年は、去年と同じ失敗をし
ないチーム作りを心掛け、全国優勝することができ
ました」と話し、キャプテンの徳留選手は「去年全
国優勝し、先輩、保護者、先生方から応援していた
だいたので、モチベーションを高く保って今年も優
勝することができたました」と笑顔で話しました。

２連覇を成し遂げた野球部の皆さん

３年ぶりのにぎわい
春の木市開催

4月
15日

　日吉運動公園多目的広場において、３年ぶりに春の木
市が開催されました。木市は、明治の中ごろに庭師が市
街地の各地で市を開いたのが始まりとされ、今では春
の風物詩としてとても親しまれる行事となっています。
当日は花や植木、金物、扇尾名物のしんこ団子などの出
店があり、木市の開催を待ちわびていた多くの人でに
ぎわいました。
　出店者は「久しぶりに木市が開催されたので張り切っ
ています。お客さまからもにぎわいが戻ってよかったと
好評で、とてもやりがいがあります。これからもこの伝
統が続いていってほしいです」と笑顔で話しました。

みずみずしい植木を慎重に選ぶ来場者

　土橋小学校は、日置市の東部に位置し、鹿児島市に隣接している小学校で、
山々に囲まれた自然豊かなところにあります。平成14年から小規模校入学
特別認可制度認定校となり、令和５年度は６人の特認校生が通学しています。
　地域の自然、特産品を通して、土橋校区や日
置市への郷土愛、自然愛、奉仕の道徳性を身に
付けることをねらいとし、５月には土橋の特産
品であるイチゴの収穫体験を行っています。イ
チゴの摘み方や育て方、栽培の工夫など農家の
方から直接お話をうかがう機会となっています。
また、米作り（もち米）にも取り組み、６月に
田植え、10月に稲刈りや脱穀を行っています。
収穫したもち米は、袋詰めをし、県民週間で地
域の方に販売しています。

我が校の「ひおきふるさと教育」
毎月１校日置市内の公立小・中・義務教育学校の特色ある教育を御紹介します。

田植え

土橋小学校の校舎

いちご狩り

日置市立 土橋小学校 創立 校訓 児童数40人　教職員数12人
学級数５（その内特別支援学級２）かしこく　やさしく　たくましく135年
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CIVIC NEWS
CIVIC NEWS
縮小版

福祉課
障害福祉係からの
お知らせ

軽
度
・
中
等
度
難
聴
児

補
聴
器
購
入
費
助
成
事
業
に
つ
い
て

【お問い合わせ先】
本庁市民福祉部福祉課障害福祉係　TEL ０９９-２４８-９４１６
または各支所市民課福祉係

軽度・中等度難聴児のコミュニケーション能力向上を支援
するため、補聴器購入費の一部を助成します。

次の全てに該当する方（18歳未満）の保護者で、日置市内に住所を有する方。
① 両耳の聴力レベルが30デシベル以上で、身体障害者手帳の交付対象とならない児童
② 補聴器を身に着けることで、言語の獲得などの一定の効果を期待することができると  
　 指定医師が判断する児童
③ その属する世帯の世帯員全員について、市町村民税所得割額が46万円未満であること

難聴児に係る補聴器の購入などに要する経費と別途定めた基準価格とのいずれか少ない
額の３分の２を助成します。 ※修理は含みません。

①　申請書
②　指定医師の作成した意見書
③　意見書の処方に基づき、補聴器販売業者が作成した見積書
※前述以外の書類をご提出いただく場合があります。

対象者

助成金額

申請に必要なもの（購入前に申請が必要です）

ひおき歴史街道 No.29 千本楠 県指定天然記念物へ
せんぼんぐす

日置市教育委員会社会教育課文化係

【参考図書・史料】『日英博覧会事務局事務報告』上・下巻(旧農商務省)、本多静六氏編『大日本老樹名木誌』(大日本山林会)、『鹿児島案内』(鹿児島案内編纂事務所)、『国有保護林概観　附・国有林内ノ名木及伝説木概観』(農商務省山林局)、『樟脳要
覧』(鹿児島地方専売局)、『熊本営林局管内経営要録』(熊本営林局)、農林省山林局編『国有林』上巻(大日本山林会)、『ふきあげ　10年のあゆみ』(旧吹上町)、『吹上郷土史』上・中・下巻・現代編・『吹上町の文化財と神話・伝説』・『吹上郷土誌』通史編
１・３、資料編(旧吹上町教育委員会)、松江正彦氏・飯塚康雄氏「巨樹・老樹の保全対策事例集」『国土技術政策総合研究所資料』５６６（国土交通省国土技術政策総合研究所）、環境省自然環境局生物多様性センター「巨樹・巨木林データベース」ＨＰ

「千本楠」
（日置市吹上町中原字楠園）

　かつて、「千本楠」の敷地は、「楠屋
敷」とも呼ばれていた。近代、その一部
は国有林「楠園」とされ、大正５年
（1916）には旧保護林制度により、名
木保存学術考証のための保護林「千本
楠」に設定され、準施業制限地および禁
伐地となっていた。
　戦後は、大汝牟遅神社所有地と林野庁
所管地であったが、昭和40年（1965）
に旧吹上町指定文化財（記念物：天然記
念物）に指定され、平成17年（2005）
には、合併に伴い日置市指定文化財（記
念物：天然記念物）となっていた。

　
吹
上
の
大
汝
牟
遅
神
社
（
日
置
市
吹
上
町
中
原
）
の
参
道
東
側
に
は
、「
千
本
楠
」

（
日
置
市
指
定
天
然
記
念
物
）
の
名
で
知
ら
れ
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ク
ス
ノ
キ
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群
生
地
が
あ
り
ま

す
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令
和
５
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３
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日
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児
島
県
文
化
財
保
護
審
議
会
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の
「
千
本
楠
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島
県
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定
文
化
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念
物
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す
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よ
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し
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。
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縄
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指
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。
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メ
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径
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０･
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２･
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治
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局
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０
０
〜
４
０
０
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ボ
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治
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」
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す
。
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う

　燃ゆる感動かごしま国体日置市実行委員会では、日置市で開催される国体の運営などにボラン
ティアとして活動していただける方を募集しています。
　ご家族、友人、職場のかたがたを誘って、かけがえのない思い出を作ってみませんか？
もちろん、お一人での参加も大歓迎です！

【お問い合わせ先】　社会教育課国体推進係　ＴＥＬ ０９９-２７４-２１７５

応募要件　　❶ 日置市に在住または通勤・通学している個人もしくは団体
　　　　　　❷ 燃ゆる感動かごしま国体開催年度において中学生以上の者
　　　　　　　（応募時点で18歳未満の方は保護者の同意が必要）
応募方法　　所定の申込書（ホームページからダウンロード可）に必要事項を記入の上、実行委員会事務
　　　　　　局まで持参もしくは郵送、ＦＡＸ、メールによりご応募ください。
　　　　　　（ただし18歳未満の方は持参または郵送に限る）
　　　　　　詳細は右の二次元コードからホームページにアクセスしてご確認ください。
活動期間　　レスリング　　９月21日（木）から24日（日）
　　　　　　軟式野球　　  10月13日（金）から15日（日）
募集人数　　100人程度
待　　遇　　無償。交通費自己負担。ボランティア保険加入。ユニフォーム支給。

　令和５年３月に日置市2050脱炭素ビジョンが策定されました。そこで、今月から、『脱炭素』
に関するページを設け、市民の皆さまのお役に立つ？！情報を提供します♪

地球の平均気温が 1℃上昇したと聞いても、大したことはないと思ってませんか？Ｑ

出典：JCCCA　全国地球温暖化防止運動推進センター

【お問い合わせ先】　本庁企画課ゼロカーボン推進係　ＴＥＬ０９９-２４８-９４０３

例えば、ご自分の体を “地球” だと思って、考えてみてください。
自分の平熱を、36.2℃とする　　   快適！

１℃上がって 37.2℃になったら・・・

２℃上がって 38.2℃になったら・・・

４℃上がって 40.2℃になったら・・・

Ａ 　実は、大変なことなんです。
　例えば、今の地球の状態を、人に置き換えて考えてみると、「今後、回復して元気になるか、
さらに熱が上がって病気がひどくなってしまうかの瀬戸際と同じようだ」と言えるかもし
れませんね。

産業革命前に比べて世界の平均気温の上昇
を１.５℃に抑える

世界中
の約束

来場者の受付
会場案内
資料配布など

会場内清掃
ゴミ箱の管理
花の管理など

観客誘導
駐車場案内・整理
シャトルバス案内
　　　　　　 など

休憩所管理
ドリンクサービス
弁当引換など

受付・案内 環境美化 整理・誘導 会場サービス

多彩に暮らす、オール日置で脱炭素！

国体ボランティア
募集ホームページ
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国体通信

特 別

　いよいよ「かごしま国体」開催まで半年となりました。
　全国から日置市を訪れるかたがたを温かくお迎えするために、おもてなしの心得などを学ぶ講習会を開催します。ボラン
ティア登録の有無にかかわらず参加できますので、お誘い合わせの上、ぜひご参加ください。

◆　日　　時　　6月３日（土）　午前の部：午前９時30分から正午まで（受付９時から）
　　　　　　　　6月４日（日）　午前の部：午前９時30分から正午まで（受付９時から）
　　　　　　　　　　　　　　　午後の部：午後１時30分から午後４時まで（受付13時から）
◆　会　　場　　日置市中央公民館３階大会議室（日置市伊集院町郡一丁目100番地）
◆　講　　師　　株式会社さくらコミュニケーションズ　古川智子氏　上田弥生氏
　　　　　　　　※　東京オリンピック2020ボランティア向け「おもてなし」基調講演を担当

　　　
◆　定　　員　　各60人程度
◆　参加料他　   無料（筆記用具を持参）　　　　　
◆　申込方法
　　　国体推進係（東市来支所）、伊集院総合体育館、日吉・吹上各支所教育振興課に設置している専用の申込
　　書に必要事項を記入の上、5月24日（水）までに、FAX、持参、郵送、メールでお申し込みください。
　　※上の二次元コードからも申し込み可能です。

修了証として『おもてなしエキスパート』認定証を授与

76年の歴史に幕を下ろした上市来中学校において
かごしま国体応援作品展示会を開催しました！
ご来場いただいた皆さん、ありがとうございました

お申し込みはこちらから

運営ボランティア講習会

「 セミナー2023」受講者募集「 セミナー2023」受講者募集おもてなしおもてなしおもてなしおもてなし

▼炬火トーチ・受皿

▲階段アート作品

▲応援幕▲図画作品▲2020応援のぼり旗▲提供作品

地域おこし協力隊だより 今回は令和４年６月に着任したサキガケ日置
市（移）民の２人の近況をレポートします。

吉永 志帆
サキガケ日置市（移）民 サキガケ日置市（移）民

岡田 香織
「移住して1年が
　　　　経ちました！」 「2023年に入り、、、」

○「ひおきと」のライターとして日置のグルメ記事
を執筆しています。おかげで日置市内の美味しい
グルメにたくさん出会う日々です。皆さんもおす
すめの飲食店があればぜひ教えてください～！
○「ひおきマルシェ」に参加しました。「フラーゴラッ
ド鹿児島」の選手やステージ前にお集まりいただ
いた皆さんと一緒に体操をしました。たくさんの
ご参加ありがとうございました！
○フラーゴラッド鹿児島は総合型地域スポーツクラ
ブ「F-Spo」を設置し、バ
レーボールアカデミーを
開校しました。今後、幼
児や小学生、シニア向け
のプログラムも用意して
いきます。

○市内のマルシェに複数出店！実際に製品を手にした方の感想
をいただく貴重な機会です。
○製品は日置市のふるさと納税の返礼品にもなりました！
○市内の物産館など数店舗での販売を開始しました。ぜひ探し
みてくださいね。

今後取り組みたいこと
○製品のバリエーションを増やして、
身近に再生プラスチックを感じら
れるようなモノづくり
○市民一人一人が自分なりの”プラスチック観”を持てるよう
なイベントやお話会
○「ひおきと」ライターとして、日置市の魅力をどんどん発信
○キャップの回収も引き続き市役所などで行っていますので、
ご協力お願いいたします！

～ウミガメの上陸・産卵とウミガメ保護監視員（募集）について～
　日本三大砂丘と渚百選の「吹上浜」には、毎年、おおむね、５月から７月の
夜間にアカウミガメが海岸に上陸し、ピンポン玉くらいの大きさの白い卵を産
卵する姿が見られます。
　もし、ウミガメを見かけたら、以下の注意事項を守ってください。
　・ウミガメを触ったり、近づいたりしないで、そーっと、見守ってください。
　・（夜）懐中電灯やカメラなどの光を当てないでください。
　・大声で騒いだりしないでください。
〇次の図は、吹上浜（日置市区域内）におけるウミガメ上陸（うち産卵）頭数
　になります。

　鹿児島県は、県民一体となってウミガメを保護するため、昭和 63
年に「鹿児島県ウミガメ保護条例」を制定しました。本条例により、
県内の海岸に上陸するすべてのウミガメと、その卵を捕獲・採取・
殺傷することは禁止されています。
　本市では、毎年、日置市ウミガメ保護監視団体（員）（市登録団体）
を設置し、ウミガメ保護監視パトロールに取り組んでいます。

【会員募集】本市参加監視団体へのウミガメ保護監視員の募集について
　今年、参加する監視団体の一員として、ウミガメ保護監視員に参加したい方は、以下の申込先までご連絡ください。
なお、参加する監視団体と相談の上、決定となりますので、ご了承ください。

本庁市民生活課自然環境係 　TEL　０９９-２４８-９４４８申込先・お問い合わせ先

（ＷＥＬＣＯＭＥ）

今年もウェルカメ吹上浜へ！！今年もウェルカメ吹上浜へ！！

429

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

169

392

196 189 164

325

ウミガメ上陸数 上陸数
うち産卵数

206
164 144 126 150

66 82
147

92 59 59 48 79
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日置市土地開発公社（本庁商工観光課内）　TEL ０９９-２４８-９４０９（直通）お問い合わせ先

土地開発公社の「土地物件」を紹介します。

購入時の「割引制度」もあります。
　割引①　市外２年以上居住者：「１割引」、割引②　中学生以下の者がいる世帯：「１割引」
　※①、②とも該当の場合：「２割引」（割引上限額：100万円）
さらに新築時は、市外からの転入者には別途「市の補助金制度」もあります。　　　　
※割引補助金には一定の条件があります。詳細は下記のお問い合わせ先までご連絡ください。

土地を購入してマイホームを建設しませんか ?

物件①  湯之元住宅団地

・分譲区画：１区画　宅地
・所在地　：吹上町湯之浦1229番13
・分譲価格：3,630,000円
・分譲面積：284.34㎡（86.16坪）

N

N

物件②  緑ヶ丘住宅団地

・分譲区画：１区画　宅地
・所在地　：吹上町中之里1617番５
・分譲価格：2,827,200円
・分譲面積：279.42㎡（84.67坪）

N

１２

インフォメーション土地開発公社

ご存じですか？ご存じですか？

　森林の適切な経営や管理が行われないと、土砂災害の防止や水源かん養などへ影響を及ぼすこと
が懸念されます。このため平成31年度から「森林経営管理制度」がスタートし、経営管理が行われ
ていない森林（人工林）について、市が森林所有者から委託を受け、林業経営者に再委託すること
により、林業経営の効率化と森林管理の適正化の促進を図っています。

　今後、約15年間をめどに日置市内の対象となる全ての森林の経営管理受託業務を行う予定です。
それに伴い、順次、対象となる森林所有者の皆さまに委託の意向調査アンケートを実施し、併せて
説明会を開催する予定です。

森林所有者 市役所 林業事業体

制度の流れ

対象となる
森林所有者へ
アンケート

❶

今後の森林の
管理について

❷
対象地付近の
自治会で
説明会実施

❸
アンケート結果
をとりまとめ
対象地を決定

対象地
森林所有者と
市の契約

❹

森林経営管理権
集積計画作成

❺
林業事業体と
市の契約

❻
10年間～15年
間の期間の中
で林業事業体
が施業を行う森林経営管理権

配分計画作成

過去の実績
令和元年：日吉町扇尾地区 53筆 7.86ha（林業事業体確定）
令和２年：吹上町坊野地区 16筆 16.61ha（林業事業体確定）※施業実施中
　　　　　東市来町高山地区 44筆 9.04ha（林業事業体確定）※施業実施中
令和３年：伊集院町土橋地区・日吉町吉利地区（対象地調整中）
令和４年：東市来町高山地区・吹上町藤元地区（アンケート実施中）
令和５年度意向調査および説明会対象予定地域（自治会）
〇　伊集院町　上方限自治会・四郎園自治会
〇　日吉町　草原自治会

農林水産課林務水産係　TEL　０９９－２７３－８８７０お問い合わせ先

❶意向調査

❷経営管理
　を委託

❸経営管理を
　再委託

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度
伊集院 伊集院日吉 日吉吹上 東市来 吹上 東市来

森林経営管理制度年度別対象地計画

森 林 経 営 管 理 制 度
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情報
イチ    　マル　    マル

～人生���年時代のために���のアクションを起こそう～

「今後のコロナ禍を明るく生きるために」をテーマに
  中央大学人文科学研究所の髙橋聡美先生にお話を伺いました。

中央大学人文科学研究所
髙 橋  聡 美 先生

（経歴）
● 一般社団法人髙橋聡美研究室代
表理事。中央大学客員研究員。
医学博士。

● 南さつま市出身。スウェーデン
での調査従事、防衛医科大学校
等で講師や教授を勤め、現在は
心の健康づくりや自殺対策に関
する普及啓発で活躍中。

１
．
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
〜
新
た
な
葛
藤
〜

　
私
た
ち
は
こ
の
３
年
ず
っ
と
感
染
す
る
こ
と

を
恐
れ
、
不
安
に
思
い
、
そ
れ
で
も
「
新
し
い

生
活
様
式
」
を
取
り
入
れ
な
が
ら
過
ご
し
て
き

ま
し
た
。
今
年
３
月
か
ら
は
マ
ス
ク
も
「
自
己

判
断
」
と
な
り
、
５
月
か
ら
は
感
染
法
上
の
扱

い
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様
に
な
り
ま
す
。

　「
新
し
い
生
活
様
式
」
も
慣
れ
て
き
た
と
こ

ろ
で
、
マ
ス
ク
も
自
由
、
旅
行
も
宴
会
も
イ
ベ

ン
ト
も
自
由
と
言
わ
れ
て
も
、
３
年
間
で
培
わ

れ
て
き
た
行
動
を
も
と
に
戻
す
こ
と
は
、
思
い

の
ほ
か
困
難
な
こ
と
だ
と
感
じ
ま
す
。
感
染
に

対
す
る
慢
性
的
な
不
安
は
、「
元
の
生
活
に
戻

し
た
い
け
ど
や
っ
ぱ
り
不
安
」
と
い
う
葛
藤
を

生
み
出
す
で
し
ょ
う
。

２
．
心
の
健
康
を
守
る
た
め
に
心
が
け
た
い
こ
と

１
）
マ
ス
ク
着
用
の
自
由

　
ま
ず
、
み
な
さ
ん
に
、
知
っ
て
お
い
て
も
ら

い
た
い
の
は
、
マ
ス
ク
は
す
る
の
も
し
な
い
の

も
自
由
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
マ
ス
ク
を

し
て
い
な
い
人
に
「
な
ぜ
し
な
い
の
か
」、
逆

に
し
て
く
だ
さ
い
。
逆
に
、
自
由
に
行
動
し
て

い
る
人
た
ち
の
こ
と
も
批
判
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。
そ
の
方
た
ち
は
国
の
指
針
通
り
に
行
動
し

て
い
る
だ
け
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ピ
ー
ド
を

大
切
に
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

３
．
活
き
活
き
と
生
き
る
た
め
に

　
３
年
間
の
自
粛
生
活
の
中
で
、
私
た
ち
は
沢

山
の
物
を
失
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
誰
か

と
会
え
る
時
間
だ
っ
た
り
、
楽
し
み
に
し
て
い

た
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
り
人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ

ま
で
し
ょ
う
。
会
え
な
い
ま
ま
、
大
切
な
人
と

死
に
別
れ
た
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
。

　
地
域
の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
、
芸

術
鑑
賞
な
ど
の
文
化
活
動
、会
食
、「
不
要
不
急
」

と
さ
れ
た
も
の
は
、
私
た
ち
の
生
活
の
楽
し
み

そ
の
も
の
で
し
た
。

　
人
は
不
思
議
な
動
物
で
、「
食
べ
て
寝
る
」

だ
け
で
満
足
し
な
い
生
き
物
で
す
。
自
分
の
楽

し
い
と
思
う
こ
と
を
思
い
っ
き
り
や
っ
た
り
、

自
分
ら
し
さ
を
発
揮
で
き
る
活
動
を
し
て
こ

そ
、
活
き
活
き
と
生
き
ら
れ
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
、
コ
ロ
ナ
感
染
を
不
安
に
思
わ
れ

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
、

こ
の
３
年
、
コ
ロ
ナ
禍
を
生
き
抜
い
て
き
た
ご

自
身
に
自
信
を
も
っ
て
下
さ
い
。
不
安
に
思
う

ご
自
身
を
責
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
み
な
さ
ん
も
、
少
し
ず
つ
で
い
い
の
で
、
コ

ロ
ナ
禍
前
の
自
分
ら
し
い
生
活
を
取
り
戻
し
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
。
あ

る
い
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

新
た
に
つ
な
が
り
や
、

楽
し
み
を
得
た
方
は
そ

れ
を
大
切
に
な
さ
っ
て

く
だ
さ
い
。

に
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
人
に
「
外
せ
」
と
批
判

す
る
こ
と
は
マ
ス
ク
着
用
の
自
由
を
侵
害
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
マ
ス
ク
を
し
た
い
人
は
マ
ス
ク
を
し
、
し
た

く
な
い
人
は
し
な
い
自
由
を
取
り
戻
す
た
め
に

は
、
み
な
さ
ん
が
お
互
い
の
考
え
を
尊
重
す
る

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　
注
）　
職
業
に
よ
っ
て
は
マ
ス
ク
を
つ
け
な

　
　
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
も
あ
り
ま
す
。
ま

　
　
た
、
マ
ス
ク
な
し
で
も
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

　
　
な
ど
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
行
っ
て
い
た
衛

　
　
生
行
動
は
続
け
て
く
だ
さ
い
。

２
）
行
動
の
基
準

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

同
じ
扱
い
に
な
る
と
、
各
行
動
も
自
分
の
判
断

で
決
め
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
行
動
緩
和

に
な
っ
て
も
自
粛
行
動
を
続
け
る
人
も
い
る
か

と
思
い
ま
す
。
国
が
打
ち
出
す
方
針
の
ス
ピ
ー

ド
と
人
の
心
が
そ
れ
に
つ
い
て
い
け
る
か
と
い

う
ス
ピ
ー
ド
は
別
物
で
す
。
ゆ
っ
く
り
生
活
を

元
に
戻
し
て
い
く
人
た
ち
を
焦
ら
せ
な
い
よ
う

　令和５年５月８日から新型コロナウイルス感染症は季節インフルエンザなどと同様の、感染症法上の

位置づけが５類へ移行されました。
　移行後は外出などの制限やコロナ感染者への健康観察などがなくなり、基本的対処方針や業種別ガイ
ドラインが廃止されます。

「５類」移行で変わったこと

検査・外来受診

自己負担
※ 高額薬は９月まで無料

入院費用

自己負担
※ 最大２万円の軽減、高額薬は
　 無料（※当面９月末まで）

外出自粛要請

外出自粛は
要請しません

感染を防ぐために

●65歳以上の高齢者
●医療従事者 など
●５歳以上の基礎疾患を有する方

５
月
か
ら

５歳以上の
　　すべての方

９
月
か
ら

お問い合わせ先 本庁健康保険課 保健予防係　TEL ０９９-２４８-９４２１

「新型コロナ」５類移行でどう変わる？

　ワクチン接種は、令和６年３月末まで特例臨時接種が延長され、自己負担なし
で接種することができます。

　マスクの着用は基本的には、個人の判断になりましたが、医療機関の受診や高
齢者施設を訪問するときなど、マスク着用が推奨されています。

　「定期的な換気」、「手洗い・手指消毒」、「三密の回避」、「人との距離の
確保」などの基本的な感染対策は、有効な対策とされていますので、状況や場面
に応じて感染対策をお願いします。
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～環境負荷の少ない暮らしを実践し、
循環型社会を構築する～

　５月30日は「ごみゼロの日」として、全国で清掃活動が行われます。
　この機会にごみのない清潔できれいなまちづくりのため、自宅周辺のごみを拾ってみましょう。
　また毎年５月30日～６月５日は、ごみ減量・リサイクル推進週間です。ごみは正しく分別することで、ごみ
の減量やリサイクル推進に役立っています。

■プラスチックごみは分別して資源化へ！
・カップやトレイ類、袋類などはキレイに水で洗って乾かして出す。（容器包装プラスチック類）
・ペットボトルはキャップと分別して出す。（ラベルはつけたままでも可）
　➡ペットボトルキャップは容器包装プラスチック類で出す。
・プラスチック素材でも、バケツや洗面器、ハンガーは燃やせるごみで出しましょう！

～家庭で出来るごみ減量チェックリスト～

5R活動を実践しよう！

５月30日は　　　　の日！５月30日は　　　　の日！
ご　　み　  ゼロ

５３０５３０

あなたの日頃の生活で実践しているものにチェックしてみましょう！ 　合計　　　　/100点

日置市環境だより
持続可能な世界を実現するための17の目標

できた：〇（10点）/少しできた：△（5点）/できてない：×（1点）

81点以上 ➡ 達人です！
意識が高く、行動派の方です。周りの方にも声掛けし、
ごみの減量化の輪を広げましょう。

61～80点 ➡ がんばっています十分です
これからも継続してください。

41～60点 ➡ がんばっていますがもうひと息！
「できそうだけどやっていない」項目はありませんか？
少しずつ増やしていきましょう。

21～40点 ➡ もう少しがんばりましょう
ちょっとむだが多いかもしれません。買い物などから改
めてチェックをしましょう。

20点以下 ➡ 生活を見直してみましょう！
生活習慣を見直しごみが出ない生活について考えましょう。

～チェックリスト分析結果～

自分が実践してる
項目に点数を
つけてみよう！

2 0 3 0 年に向けて
世界が合意した
「持続可能な開発目標」です

エコバッグを活用
して、レジ袋をも
らわない。過剰包
装を断る。

Refuse
リフェーズ

～断る～
丈夫な服を買っ
て、長く着回した
り、詰め替え用製
品を購入する。

Reduce
リデュース

～発生抑制～
新たなごみを生み
出さないために物
を大切に使い、繰
り返し長く使う。

Reuse
リユース

～再使用～
壊れたものは修理
をしてできるだけ
長く使う。

Repair
リペア

～修理～
資源の分け方をも
う一度確認して正
しい分別をする。

Recycle
リサイクル

～再生利用～

ポイ捨ては
やめよう！

買うときは必要なものを必要な個数だけ買っている
長く大切に愛用できるか考えている。
使っているものが故障したら修理できないか検討している。
商品のついで買いや衝動買いに気をつけている。
タンスや物置、押し入れを見てストックを確認している。
保障や修理サービスをチェックしている。
おまけや景品付きの商品につられない。
再生品や分解がしやすいかをチェックしている。
食材を買うときは、量り売りやばら売りを利用している。
作った料理が余ったら他の料理にアレンジしている。

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

実践項目（リデュース編）○ ⁄△ ⁄×

（
氏
名
敬
称
略
）

ゆ
す
い
ん
・
ど
ん
こ
会

短
歌
　
俳
句
　
さ
つ
ま
狂
句

飯
牟
礼
さ
つ
ま
狂
句

う
た
ご
よ
み

 日置市文化協会

兵
児
一
枚
海
老
ま
採
い
方
水
遊
ぶ
い

高
柿
め
だ
か

だ
っ

へ

　こ

　い
っ

　め

何
ん
言
て
ん
水
が
命
っ
の
さ
つ
ま
焼
酎

平
澤
泰
山

み
っ

い
の

な

つ

じ
ょ
ち
ゅ

筋
よ
っ
か
数
が
上
手
ん
政
事
っ

上
之
園
文
人

う
わ

　て

か
し

ま
つ
い
ご

う
え
の
そ
の

　ぶ
ん
と

す
っ常

連
な
上
手
ん
美
人
い
握
ら
れ
っ

馬
場
千
貫

う
わ  

て

じ
ょ
う
れ
ん

に
ぎ

ば
ば

　せ
ん
が
ん

マ

　

  

マ

乾
っ
土
地
で
水
ず
引
張
っ
込
で
恵
い
野
菜

八
木
抜
夫

そ

　び

じ

み

こ
ら

く

や

　せ

の
さ

と

か
た
み
っ
じ
ゃ

横
杵
奴
が
下
手
い
出
た
な
ぁ
上
手
出
っ

益
満
冗
男

し
た  

て

う
わ  

て

ひ

　ね

　く
れ

ま
す
み
つ 

じ
ょ
う
だ
ん

短
　
歌

駅
伝
の
チ
ー
ム
一
丸
ま
た
優
勝

日
置
を
元
気
に
バ
ン
バ
ン
ザ
ー
イ

甲
斐
克
美

生
涯
を
﹁
そ
の
ま
っ
す
ぐ
な
心
貫
き
て

生
き
て
行
け
よ
﹂
の
言
葉
忘
れ
じ

黒
葛
恵
子

春
う
ら
ら
山
菜
採
り
に
孫
達
と

た
ら
の
芽
・
よ
も
ぎ
料
理
ふ
く
ら
む

鳩
野
ト
ミ
子

や
ぶ
椿
幼
き
頃
に
花
集
め

首
飾
り
つ
く
り
懐
か
し
く
思
う

下
川
モ
リ
子

亡
き
姑
と
お
で
か
け
す
る
と｢

親
子
で
す
か
﹂

姑
と
の
暮
ら
し
仕
草
ま
で
似
て

柳
元
和
子

日
吉
短
歌
会

し
き
な
み
短
歌
会

名
付
け
祝
昔
な
が
ら
の
手
料
理
で

親
族
揃
い
て
祝
う
幸
せ

荻

　朝
子

東
市
来
奴
草
句
会

日
吉
町
俳
句
会

学
び
舎
に
頭
深
々
卒
業
す

野
上
政
人

う
ち
う
ち
に
陽
昇
る
ゆ
く
春
の
海

橋
本
仁
子

春
雨
の
音
色
続
く
や
細
や
か
に

横
山
映
子

俳
　
句

伊
集
院
俳
句
会

吹
上
さ
ざ
な
み
会

さ
つ
ま
狂
句

時
鳥
夢
や
ぶ
り
た
り
朝
ぼ
ら
け

上
村
静
好

ほ
と
と
ぎ
す

峠
越
ゆ
迎
え
る
一
本
桐
の
花

末
廣
多
美
子

散
り
い
そ
ぐ
花
の
い
の
ち
の
運
命
な
り

杉
野
豊
子

さ
だ
め

春
闘
の
社
会
を
知
り
し
あ
の
日
か
な

手
塚
修
子

春
こ
た
つ
眠
り
の
神
が
舞
ひ
降
り
る

寺
園
真
知
子

一
輌
の
お
れ
ん
じ
鉄
道
春
の
旅福

元
さ
ゆ
り

井
戸
で
浸
か
っ
海
ど
ま
知
た
ん
土
蛙

入
来
院
彦
六

い

し

ど
ん
こ
び
っ

つ

う
ん

若
か
時
か
街
の
ネ
オ
ン
に
浸
か
い
放
題

平
田
素
麺

わ
っ

と

つ

ま
っ

ほ

　で

高
菜
漬
け
半
端
浸
か
い
が
舌
を
刺
っ前

田
一
夫

は
ん  

ば   

ち

た
か 

な    

づ

せ
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HIOKI  informationHIOKI  information

　
令
和
５
年
４
月
か
ら
、
ゆ
す
い
ん
の
指

定
管
理
者
が
変
わ
り
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
メ
ニ
ュ
ー
が

新
し
く
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
３
月
25
日
ま
で
に
発

行
し
た
回
数
券
に
つ
い
て
は
、
使
用
期
限

が
令
和
５
年
６
月
30
日
㈮
ま
で
で
す

　
お
早
め
に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

伊
集
院
健
康
づ
く
り
複
合
施
設
ゆ
す
い
ん

☎
０
９
９-

２
７
２-

０
１
０
５

　
例
年
、
肉
親
が
亡
く
な
っ
た
現
地
で
、

慰
霊
・
追
悼
を
行
い
た
い
と
い
う
関
係
遺

※市役所各課の電話番号は全て直通になっています。
　お掛け間違いのないようお気を付けください。

広報 ひおき

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
の
開
催
に

つ
い
て

年
金
相
談
に
つ
い
て

伊
集
院
健
康
づ
く
り
複
合
施
設
ゆ
す
い
ん

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
慰
霊
巡
拝
の
実
施

に
つ
い
て

令
和
５
年
度
労
働
保
険
年
度
更

新
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
職
業
訓
練
指
導
員

（
48
時
間
）
講
習
に
つ
い
て

日
置
市
障
が
い
者
計
画
等
検
討

委
員
会
委
員
の
募
集
に
つ
い
て

ア
ナ
ウ
ン
ス
講
習
会
受
講
生
募
集

　
本
市
で
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
３
年
間

の
障
が
い
者
計
画
、
障
が
い
福
祉
計
画
お

よ
び
障
が
い
児
福
祉
計
画
の
策
定
を
行
う

た
め
、
障
が
い
者
計
画
等
検
討
委
員
会
を

設
置
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
会
議
を
組
織
す
る
に
あ
た
っ
て
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
意
見
を
い
た

だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
委
員
を
公
募
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
１
人

　
　
　
　
　
応
募
日
現
在
で
、
次
の
全
て

の
条
件
を
満
た
す
こ
と

〇
日
置
市
に
居
住
さ
れ
て
い
る
年
齢
満
18

　
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
、
医
師
に
よ

る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
対
象
は
、
う
つ
病
や
気
分
障
が
い
な
ど

の
こ
こ
ろ
の
健
康
で
お
悩
み
の
ご
本
人
や

ご
家
族
の
方
で
す
。

　
相
談
会
は
予
約
制
で
行
い
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　※

相
談
内
容
お
よ
び
個
人
情
報
に
つ
い

て
は
、
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
原
則
と
し
て
医
師
に
よ
る
相
談

　
鹿
児
島
県
で
は
、
移
動
援
護
相
談
を
実

施
し
ま
す
。

　
戦
傷
病
者
や
戦
没
者
の
ご
遺
族
な
ど
に

対
す
る
援
護
や
軍
人
恩
給
に
関
す
る
疑
問

な
ど
に
つ
い
て
、
県
庁
社
会
福
祉
課
の
職

員
が
、
直
接
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
こ
の
機
会
に
遠
慮
な
く
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
６
月
15
日
㈭

午
前
10
時
30
分
か
ら
午
後
２
時
30
分
ま
で

　
　
　
　
　
い
ち
き
串
木
野
市
防
災
セ
ン
タ
ー

・
戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金

・
戦
傷
病
者
や
戦
没
者
な
ど
の
妻
に
対
す

る
特
別
給
付
金

・
援
護
年
金
お
よ
び
旧
軍
人
の
恩
給
や
扶
助
料

・
そ
の
他
、
援
護
や
軍
人
恩
給
に
関
し
て

疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と

　
　
　
　
　
相
談
内
容
に
関
す
る
資
料
を

お
持
ち
の
方
は
、
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

県
庁
社
会
福
祉
課
恩
給
係

☎
０
９
９-

２
８
６-

２
８
２
８

　
令
和
５
年
度
職
業
訓
練
指
導
員
（
48
時

間
講
習
）
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
講
習
は
、
職
業
訓
練
指
導
員
と
し

て
必
要
な
指
導
・
訓
練
方
法
な
ど
の
能
力

を
短
期
間
に
習
得
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

職
業
能
力
開
発
促
進
法
に
基
づ
い
て
「
厚

生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
講
習
実
施
要

領
」
に
よ
り
実
施
す
る
も
の
で
す
。

７
月
19
日
㈬
か
ら
21
日
㈮
ま
で

７
月
26
日
㈬
か
ら
28
日
㈮
ま
で

計
６
日
間
（
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

　
　
　
　
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
鹿
児
島

　
　
　
　
　
５
月
15
日
㈪
か
ら
26
日
㈮
必

着
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

　
声
の
出
し
方
や
、
相
手
に
伝
わ
る
放
送

原
稿
の
読
み
方
な
ど
を
丁
寧
に
指
導
し
ま

す
。

　
「
話
し
方
」
に
興
味
の
あ
る
児
童
生
徒

の
皆
さ
ん
、
こ
の
機
会
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
の

基
礎
を
学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
有
賀
真
姫
　
氏
（
フ
リ
ー
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
）

　
　
　
　
　
６
月
３
日
㈯

午
前
９
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で

　
　
　
　
　
市
中
央
公
民
館
　
大
会
議
室

　
　
　
　
　
日
置
市
内
在
住
ま
た
は
通
学

　
６
月
１
日
㈭
か
ら
７
月
10
日
㈪
ま
で
は

労
働
保
険
料
の
申
告
お
よ
び
納
付
の
期
間

で
す
。

　
ｅ-

Ｇ
ｏ
ｖ
か
ら
、
電
子
申
請
に
よ
る
申

告
も
可
能
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
９
９-

２
２
３-

８
２
７
６

松
く
い
虫
航
空
防
除
に
つ
い
て

　
吹
上
浜
公
園
、
吹
上
地
域
お
よ
び
日
吉

地
域
内
一
部
地
域
の
吹
上
浜
海
岸
松
林
の

松
く
い
虫
航
空
防
除
を
次
の
日
程
で
実
施

し
ま
す
。

　
散
布
期
間
中
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
離

発
着
な
ど
大
変
危
険
で
す
の
で
、
散
布
区

　
鹿
児
島
北
年
金
事
務
所
の
専
門
相
談
員

が
年
金
を
受
け
取
る
手
続
き
や
仕
組
み
、

保
険
料
な
ど
、
年
金
に
つ
い
て
の
ご
相

談
、
各
種
申
請
受
付
を
行
い
ま
す
。

　
本
人
確
認
の
た
め
に
公
的
機
関
発
行
の

顔
写
真
付
き
証
明
と
年
金
手
帳
な
ど
の
関

係
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※

事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
６
月
14
日
㈬
午
前
10
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で

　
　
　
　
　
日
吉
支
所
　
２
階
会
議
室

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

日
吉
支
所
地
域
振
興
課
市
民
係

☎
０
９
９-

２
９
２-

２
１
１
３

相
談
内
容

歳
以
上
の
方

〇
平
日
に
開
催
さ
れ
る
会
議
に
出
席
で
き

る
方
（
年
間
３
回
程
度
）

　
　
　
　
　
委
員
就
任
の
日
か
ら
２
年
間

　
　
　
　
　
市
条
例
で
定
め
ら
れ
た
額

　
　
　
　
　
所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

　
応
募
用
紙
は
本
庁
福
祉
課
お
よ
び
各
支

所
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
５
月
31
日
㈬
午
後
５
時

　
　
　
　
　
応
募
動
機
や
意
見
な
ど
の
内

容
を
審
査
し
、
選
考
し
ま
す
。

【
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
福
祉
課
障
害
福
祉
係

☎
０
９
９-

２
４
８-

９
４
１
６

　
　
　
　
　
30
人

【
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
８
９
２-

０
８
３
６

鹿
児
島
市
錦
江
町
９-

14

鹿
児
島
県
職
業
能
力
開
発
協
会

☎
０
９
９-

２
２
６-

３
２
４
０

応
募
方
法

募
集
期
限

選
考
方
法

募
集
人
数

応
募
資
格

日
時

日
時

定
員

場
所

講
師

す
る
小
学
５
年
生
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で

の
児
童
生
徒

　
　
　
　
　
25
人
（
抽
選
）

　
　
　
　
　
プ
ロ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
よ

る
実
技
指
導
（
声
の
出
し
方
、
原
稿
の
読

み
方
、
相
手
に
伝
わ
る
話
し
方
な
ど
）

　
　
　
　
　
持
参
ま
た
は

申
込
書
に
記
載
さ
れ
た
二
次

元
コ
ー
ド
で
の
申
し
込
み

※

申
込
書
は
本
庁
社
会
教
育
課
ま
た
は
各

支
所
教
育
振
興
課
に
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
５
月
15
日
㈪
か
ら
５
月
26
日

㈮
ま
で

【
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

☎
０
９
９-

２
４
８-

９
４
３
２

移
動
援
護
相
談
に
つ
い
て

日
時

日
程

そ
の
他

会
場

族
の
要
望
に
こ
た
え
る
た
め
、
旧
主
要
戦

域
へ
慰
霊
巡
拝
を
行
う
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
参
加
対
象
者
は
、
戦
没
者
の
配
偶
者
、

父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
な
ど
で
す
。

　
現
地
の
情
勢
な
ど
を
踏
ま
え
、
実
施
を

見
合
わ
せ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
（
令
和

２
年
度
か
ら
４
年
度
は
硫
黄
島
を
除
き
実

施
を
見
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

県
庁
社
会
福
祉
課
調
査
援
護
係

☎
０
９
９-

２
８
６-

２
８
４
０

本
庁
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

☎
０
９
９-

２
４
８-

９
４
１
９

ま
た
は
、
各
支
所
地
域
振
興
課
福
祉
係

任
期

報
酬
額

会
に
は
保
健
師
が
同
席
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
６
月
２
日
㈮

〇
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

　
吹
上
中
央
公
民
館

〇
午
後
２
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

　
日
置
市
中
央
公
民
館

※

ご
希
望
に
応
じ
て
ご
自
宅
へ
の
訪
問
も

可
能
で
す
。

　
　
　
　
　
１
組
当
た
り
１
時
間

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
健
康
保
険
課
健
康
づ
く
り
係

☎
０
９
９-

２
４
８-

９
４
２
１

相
談
時
間

講
習
期
間

講
習
場
所

受
付
期
間

時
間
お
よ
び
場
所

域
内
に
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
散
布
時
間
内
は
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
海
岸
で
の
釣
り
な
ど
も

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
散
布
区
域
内
で
交
通
規
制
を
行

い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

５
月
23
日
㈫
伊
作
川
よ
り
北
側
（
一
部
日

吉
地
域
含
む
）

５
月
24
日
㈬
伊
作
川
よ
り
南
側

※

天
候
不
良
の
場
合
は
、
順
延
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
午
前
５
時
か
ら
正
午
ご
ろ
ま
で

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
農
林
水
産
課
林
務
水
産
係

☎
０
９
９-

２
７
３-

８
８
７
０

実
施
期
間
お
よ
び
場
所

散
布
時
間

申込用二次元コード

定
員

場
所

対
象
者

内
容

申
込
方
法

申
込
期
限
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行
政
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

の
開
催
に
つ
い
て

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
・
登
録

申
請
相
談
会
の
ご
案
内
に
つ
い
て

尾
木
場
め
だ
か
の
里
米
作
り
体

験
に
つ
い
て

日
置
市
地
域
福
祉
推
進
計
画
に

つ
い
て

放
送
大
学
入
学
生
募
集
の
お
知

ら
せ
に
つ
い
て

　
地
域
福
祉
を
推
進
し
て
い
く
主
役
で
あ

る
、
市
民
や
福
祉
事
業
者
な
ど
の
社
会
福

祉
活
動
の
担
い
手
が
行
う
取
り
組
み
、
日

置
市
の
支
援
策
な
ど
に
つ
い
て
、
日
置
市

と
日
置
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
共
同
で
策

定
を
し
ま
し
た
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
福
祉
課
福
祉
政
策
係

☎
０
９
９-

２
４
８-

９
４
６
０

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
福
祉
係

　
イ
ン
ボ
イ
ス
と
は
、
売
り
手
が
買
い
手

に
対
し
、
正
確
な
適
用
税
率
や
消
費
税
額

を
伝
え
る
た
め
の
手
段
で
あ
り
、
登
録
番

号
や
消
費
税
額
な
ど
の
一
定
の
事
項
が
記

載
さ
れ
た
書
類
や
電
子
デ
ー
タ
の
こ
と
で

す
。

　
令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
に
あ
た
り
、
次
の

と
お
り
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
・
登
録

申
請
相
談
会
を
伊
集
院
税
務
署
で
開
催
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
５
月
18
日
㈭
・
６
月
15
日
㈭
・

HIOKI  informationHIOKI  information

　
日
置
市
担
当
の
行
政
相
談
員
が
身
近
な

行
政
の
仕
事
に
つ
い
て
の
疑
問
や
要
望
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
５
月
15
日
㈪

市
中
央
公
民
館
２
階
小
会
議
室

〇
５
月
26
日
㈮

日
吉
支
所
１
階
会
議
室

〇
５
月
26
日
㈮

吹
上
支
所
２
階
大
会
議
室

　
　
　
　
　
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
総
務
課
広
報
戦
略
係

☎
０
９
９-

２
４
８-

９
４
０
１

５
月
23
日
㈫

吹
上
中
央
公
民
館
２
階
大
会
議
室

６
月
27
日
㈫

東
市
来
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

　
　
　
　
　
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

鹿
児
島
県
行
政
書
士
会
日
置
支
部
会
員

　
　
　
　
　
相
続
、
後
見
、
公
正
証
書
、

離
婚
、
そ
の
他
生
活
相
談

※

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
行
政
書
士
の

業
務
範
囲
に
よ
り
相
談
が
制
限
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
無
料

　
　
　
　
　
相
談
時
間
は
１
人
当
た
り
30

分
で
す
。
事
前
予
約
の
あ
っ
た
方
を
優
先

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
種
子
島
行
政
書
士
事
務
所

☎
０
９
９-

２
７
２-

２
４
０
５

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

行
政
書
士
岩
井
田
健
太
郎
事
務
所

☎
０
９
０-

２
７
１
９-

２
１
１
９

日
程
お
よ
び
場
所

ま
た
は
、
各
支
所
地
域
地
域
振
興
課
自
治

振
興
係

　
放
送
大
学
は
、
10
月
入
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
３
０
０
以
上
の

授
業
科
目
が
あ
り
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー

司
法
書
士
に
よ
る
登
記
・
法
律

相
談
所
開
設
に
つ
い
て

　「
め
だ
か
の
里
尾
木
場
」
の
棚
田
で
米

作
り
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

　
一
年
を
通
し
て
米
の
成
長
過
程
や
農
村

の
四
季
を
満
喫
で
き
る
プ
ラ
ン
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
地
元
住
民
一
同
、
皆
さ
ま
の
お
越
し
を

お
持
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〇
田
植
え
　
６
月
18
日
㈰

〇
稲
刈
り
　
10
月
15
日
㈰

１
グ
ル
ー
プ
　
１
万
２
千
円
（
収
穫
さ
れ

た
も
み
約
33
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
お
に
ぎ
り

セ
ッ
ト
お
茶
付
き
を
含
む
）

　
　
　
　
　
10
組
（
１
グ
ル
ー
プ
４
人
程

度
）
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル

※

メ
ー
ル
の
場
合
は
、
件
名
を
「
第
20
回

尾
木
場
め
だ
か
の
里
米
作
り
体
験
申
し
込

募
集
定
員

７
月
６
日
㈭

　
　
　
　
　
各
日
、
個
人
事
業
者
向
け
説

明
会
は
午
前
10
時
か
ら
、
法
人
向
け
説
明

会
は
午
後
１
時
30
分
か
ら
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
伊
集
院
税
務
署
１
階
会
議
室

（
日
置
市
伊
集
院
町
下
谷
口
１
５
３
２
番
地
）

　
　
　
　
　
各
説
明
会
ご
と
に
20
人

　
事
前
予
約
制
で
す
。

　
事
前
に
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
申
し
込
み

を
お
願
い
し
ま
す
。

※

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、②
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
お
よ
び
暗
証
番
号
、③
利
用

者
識
別
番
号
お
よ
び
暗
証
番
号
が
わ
か
る

も
の
を
ご
持
参
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
の
場

で
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
登
録
申
請
が
で
き

ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

伊
集
院
税
務
署
調
査
部
門

〇
法
人
事
業
者
の
方
は
調
査
部
門
法
人
担
当

☎
０
９
９-

２
７
３-

２
５
６
３

〇
個
人
事
業
者
の
方
は
調
査
部
門
個
人
担
当

☎
０
９
９-

２
７
３-

２
５
４
３

日
時

日
程
お
よ
び
場
所

時
間

相
談
従
事
者

相
談
料

そ
の
他

予
約
先

相
談
内
容

　
　
　
　
　
協
業
組
合
ユ
ニ
カ
ラ
ー

　
　
　
　
　
日
置
市
伊
集
院
町
郡
２
０
４

２-

３
９

《
①
正
社
員
募
集
》

　
　
　
　
　正
社
員

　
　
　
　
　企
画
営
業
（
企
画
提
案
、
商

品
提
案
、
販
売
促
進
）

　
　
　
　
　普
通
自
動
車
運
転
免
許
（
運

転
経
験
１
年
以
上
、Ａ
Ｔ
限
定
可
）

　
　
　
　
　２
人

　
　
　
　
　午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
30
分
ま
で
　※

残
業
あ
り

　
　
　
　
　23
万
２
５
８
７
円
か
ら
28
万

１
８
１
２
円
（
セ
ー
ル
ス
手
当
込
み
）

※

固
定
残
業
手
当(

30
時
間
　
全
社
員
共

通
）
含
む

※

そ
の
他
、
通
勤
手
当
お
よ
び
扶
養
手
当

あ
り

※

試
用
期
間
後
に
セ
ー
ル
ス
手
当
１
万
９

０
０
０
円
支
給

　
　
　
　
　 業
績
に
よ
る（
前
年
実
績
有
）

　
　
　
　
　各
種
保
険
完
備
（
健
康
・
厚

生
・
雇
用
・
労
災
）

　
　
　
　
　１
２
１
日
（
完
全
週
休
２
日

制
、土
日
祝
、年
末
年
始
、そ
の
他
指
定
日
）

※

有
給
は
６
カ
月
経
過
後
10
日
付
与

　
　
　
　
　企
画
営
業
は
３
カ
月
か
ら
６

カ
月
の
試
用
期
間
あ
り

採
用
形
態

業
務
内
容

業
務
内
容

必
要
資
格

　
　
　
　
　履
歴
書（
写
真
貼
付
）、
職
務
経

歴
書
、
運
転
記
録
証
明
（
採
用
後
）

　
　
　
　
　募
集
人
数
に
達
し
ま
し
た
ら

受
付
を
終
了
い
た
し
ま
す
。

　
必
要
書
類
を
次
の
提
出
先
へ
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。
選
考
後
、
面
接
日
を
連
絡
い

た
し
ま
す
。

《
②
内
職
作
業
員
募
集
》

　
　
　
　
　内
職(

未
経
験
者
歓
迎)

　
　
　
　
　ラ
ベ
ル
貼
り
・
シ
ー
ル
貼
り
・

封
入
・
紐
結
び
・
折
り
・
検
品
ほ
か

　
　
　
　
　作
業
が
丁
寧
な
方

　
　
　
　
　若
干
名

　
　
　
　
　１
個
当
た
り
１
・
２
円
か
ら

30
円
（
税
抜
き
）
変
動
あ
り

　
　
　
　
　４
千
か
ら
３
万
円
（
現
金
）

　
　
　
　
　依
頼
内
容
や
状
況
に
よ
り
ま

す
（
平
均
３
日
か
ら
７
日
）

　
　
　
　
　ご
自
宅
（
在
宅
ワ
ー
ク
）

　
　
　
　
　  

ユ
ニ
カ
ラ
ー
仕
上
課

　
　
　
　
　内
職
依
頼
は
閑
散
期
・
繁
忙

期
で
件
数
や
数
量
が
大
き
く
変
動
し
ま
す
。

　
詳
し
い
説
明
は
依
頼
時
に
現
場
担
当
者

よ
り
作
業
内
容
や
注
意
事
項
な
ど
を
説
明

い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　募
集
人
数
に
達
し
ま
し
た
ら

受
付
を
終
了
い
た
し
ま
す
。

【
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

協
業
組
合
ユ
ニ
カ
ラ
ー
　
担
当
：
前
村

〒
８
９
９-

２
５
０
４

募
集
形
態

HP用二次元コード

み
」
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
５
月
31
日
㈬

　
　
　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
を
実
施
す

る
前
に
、
案
内
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
募
集
定
員
の
申
込
状
況
や
天
候
な
ど
に

よ
り
、
変
更
お
よ
び
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

【
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

東
市
来
支
所
産
業
建
設
課

☎
０
９
９-

２
７
４-

２
１
１
４

　
０
９
９-

２
７
４-

４
０
７
４

　

nousei01@
city.hioki.lg.jp

日
程

体
験
料

そ
の
他

申
込
期
限

　
　
　
　
　
６
月
１
日
㈭
午
後
１
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で

誘
致
企
業
求
人
に
つ
い
て

募
集
人
数

募
集
人
数

勤
務
時
間

会
社
名

給
与

支
給
額

納
期

備
考

作
業
場

単
価

保
険

休
日

勤
務
地

そ
の
他

賞
与
・
昇
給

受
取
・
納
品

提
出
書
類

提
出
期
限

提
出
期
限

必
要
資
格

日
置
市
伊
集
院
町
郡
２
０
４
２-

３
９

日
程

場
所

定
員

時
間

ネ
ッ
ト
で
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　
出
願
期
間
は
、
第
１
回
は
８
月
31
日
ま

で
、
第
２
回
は
９
月
12
日
ま
で
。

【
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９-

２
３
９-

３
８
１
１

申
込
方
法

時
間

　
　
　
　
　
市
中
央
公
民
館
２
階
小
会
議
室

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
鹿
児
島
支
部
会
員

　
　
　
　
　
不
動
産
登
記
全
般
（
権
利
関

係
）、
民
事
一
般
、
後
見
、
多
重
債
務

※

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
司
法
書
士
の

業
務
範
囲
に
よ
り
相
談
が
制
限
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
無
料

　
　
　
　
　
相
談
時
間
は
１
人
当
た
り
30

分
で
す
。
事
前
予
約
の
あ
っ
た
方
を
優
先

し
ま
す
。

【
予
約
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
事
務
局

☎
０
９
９-

２
５
６-

０
３
３
５

相
談
料

そ
の
他

場
所

相
談
従
事
者

相
談
内
容
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図書館へようこそ！
Go to Libraries

今月の

イチ押し!

　さわやかな五月の空に、子どもたちの健やかな成長を願っ
て「こいのぼり」が元気よく泳いでいます。４月23日は「子
ども読書の日」（文科省）でしたが、同日から５月12日まで実
施される「こどもの読書週間」（読書推進運動協議会）も、子
どもたちが小さいうちから本に親しませ、読書を通して豊か
な心を育てるために開催されるものです。第65回目となる今
回の標語は多数の応募の中から選ばれた「ひらいてとじた笑
顔がふえた」に決まりました。作者の熊谷友紀さんは、「昨年
娘が生まれ、まだ絵本も理解できない年齢ですが、子どもが
生まれたら買おうと思っていた絵本を買いあさる日々です。

今後読み聞かせ、いつか自発的に読みだすころ、
こうなってほしい、という想いをこめました。」
と言われています。
　図書館では、乳幼児から小学生、中学生、
それぞれに応じた多様な本をそろえたり、
読み聞かせの「お話会」を開催したりして、
子どもと本をつなぐ取り組みをしています。

日置市立図書館ホームページ 検 索

「ひらいてとじた 笑顔がふえた」

◎イベントは状況により、中止や時間の短縮、内容を
　変更する場合があります。

毎週木曜日、５月16日（火）
毎週月曜日、５月26日（金）
毎週月曜日、６月 ９ 日（金）
毎週月曜日、５月19日（金）

273-6886
274-9610
292-2001
245-1711

中央図書館
東市来図書館
ひよし図書館
ふきあげ図書館

９：00～19：00

９：00～18：00
（土・日・祝日）
９：00～17：00

図　書　館 開　館　時　間 休　館　日 電　話

図書館長のひとり言

おすすめ本 紹介

イベント情報

開館情報

むぎばたけのおはなし会
みつばち文庫のおはなし会
図書館友の会
こけけおはなし会
ひよしひまわりおはなし会
成人読書会
おはなし会（ぽけっとファンタジー）
赤ちゃんのおはなし会
吹上高校図書委員会によるおはなし会
２～３歳児のおはなし会

５月24日（水）、６月14日（水）10：30～
５月27日（土）10：30～
５月30日（火）9：30～
６月３日（土）10：30～
６月10日（土）14：30～
６月21日（水）10：00～
５月27日（土）10：30～
６月３日（土）10：30～
６月10日（土）14：00～
６月17日（土）10：30～

中央図書館

イベント名 日　　　時場　　所

ひよし図書館

ふきあげ図書館

東市来図書館

　古代から現代ま
で、歴史のターニン
グポイントとなった
メモから、世界的な
スキャンダルとなっ
たメールまで、年代
順に収録。
　一通の手紙から、
その時代の背景や
書かれた言葉に、想
像が膨らみます。

　親にも先生にも友だちにも話せな
い問題でこまった時、声をあげてほ

しい。「心」や
「体」、「お金」
に関わる悩み
や問題を取り
上げ、子ども
の「権利」を
紹介しながら、
解決への道を
示します。

　木造、鉄骨造、幌、アルミフレーム
構造など、進化
するDIY軽トラ
キャンパーや、
アウトドア軽ト
ラを紹介。軽ト
ラの選び方や現
行モデルカタロ
グも収録する。
データ:2022
年11月現在。

　『僕はイエローでホワイトで、ちょっとブ
ルー』で有名なブレディみかこさんと、作家・
演出家の鴻上尚史さんの対談。日常の中の
「これって、何とかならないかな」という漠然
とした不安の中心にある日本という国の構造
的問題を冷静に語る一冊。次の世代にこの社
会をひきつぐための心の準備が整う一冊です。

　『婦人公論』に連載されていた人気
のシリーズを書
籍化。お題は
なし、気の置け
ない人たちを
招いて繰り広げ
られる、ざっく
ばらんで愉快
な鼎談。

　自分と大切な人の命・生活を守るための
ひとつの手段、生活保護。今、生活保護を

めぐって起きてい
ることをはじめ、
生活保護の内容、
韓国・ドイツの
生活保護などを
解説。生活保護
の実態と、生き
延びるノウハウ・
情報を紹介する。

清水ミチコ／作　中央公論新社／刊

著者：ブレディみかこ×鴻上尚史
出版社：朝日新聞出版

扶桑社／刊

雨宮処凛／著　河出書房新社／刊谷口真由美・荻上チキ／著　NHK出版 ／刊

「学校では教えてくれない
生活保護」きみの人生はきみのもの

コリン・ソルター／著　原書房／刊

「世界を変えた
100の手紙」上下

市長おす
すめ

まるい三角関係
何とかならない
時代の幸福論

軽トラパラダイス！ひよし
図書館

東市来
図書館

中央
図書館

ふきあ
げ

図書館
中央図書

館
オススメ

！！

P O S T  C A R D

お手数ですが
63 円切手を
お貼りください

日置市役所
総務課広報戦略係

◎ご氏名

◎ご住所

◎ペンネーム

※記入がない場合、イニシャルで掲載します。

フリガナ

年齢／　　　　　歳　

電話（　　　　　）　　　　　－

行
（No.217／ 2023.5 月号）

◎今月のお題

～先月のお題は『アフターコロナ』でした～ ～日置市のこと、身近な話題などなんでもお聞かせください～

今月のお題 フリートーク

皆さんゴールデンウィークはどの
ように過ごされましたか？今月は
「ゴールデンウィーク」についての
お話をお待ちしています。お便りを
掲載させていただいた方に、新茶
「日置茶」をプレゼント。応募締切り
は５月23日（火）当日消印有効です。
お便りをお待ちしています。

「ゴールデンウィーク」

※本庁、各支所に読者の声応募BOXも設置してあります。応募BOXの場合は切手もいりませんのでぜひご活用ください!!

8 9 9 2 5 9 2

お子さんの入学おめでとうございます。毎年、大きめの
制服に袖を通してニコニコして登校する新１年生を見る
と、頬がゆるみます。お子さんの登校には心配が尽きな
いですよね。小さい子ほど衝動的に動いてしまうものな
ので心配です。子どもたちは「地域の宝」。毎日笑顔で通
えるよう、地域で協力してサポートしていきたいですね。

お子さんの入園おめでとうございます。きっとたくさん
の友達と楽しい保育園生活を送れますよ！実は先日、う
ちの次男も幼稚園に入園し、初日のお迎えでは大号泣で
した。毎日、すべてに全力で楽しむことができる子ども
たちには元気をもらえますよね！子どもたちが家に帰っ
てきたらいっぱいお話を聞いてあげてくださいね。

本当に長いトンネルでしたよね。プツンと途切れた「あ
たりまえ」がいかに大切なことだった感じた３年でもあ
りました。これから子どもたちが、マスクを外して笑顔
で走り回れる日常がきっと戻ってきます！日常に感謝し
ながら子どもたちに寄り添い、密を楽しめる毎日を待ち
ましょう！

どもが新１年生になり、途中まで送っています。
真新しいランドセルに黄色のランドセルカバー、

黄色のワッペン、あちこちキョロキョロしながら歩いて
いく姿に涙が出ました。家の近くの横断歩道は地域の方
の見守りもない場所。交通量もあるので心配は尽きませ
ん。どうか自転車や車のスピードを落として走ってくだ
さることを願います。　　　（Ｍ．Ｓ　伊集院町　30歳代）

子

フターコロナで、早速奈良の吉野山に桜見学に行
きました。今年は全国的に開花が早かったそう

で、吉野山は終わっていました。和歌山の高野山は満開
できれいでした。900メートルの高台にある弘法大師が
開かれた奥の院は世界遺産となっていて、入り口には歴
史上の有名人の墓が多くあり驚きました。高台なので４
月８日で７℃と低い気温でしたが、どの場所も人出が多
かったです！　　　      （舞い上がれ　日吉町　70歳代）

ア
月からこども達の保育園生活がスタートしました。
朝はワクワクした表情で目をキラキラさせて登園

していった息子たち。お迎えに行くと私の顔を見た瞬間
大号泣でした。よく頑張ったねと抱きしめてあげると私
も涙が出てきました。たくさんお友達をつくって楽しい
保育園生活を送ってね。これからの息子たちの成長が楽
しみです。　　　　　　　　 （Ｍ.Ｈ　東市来町　30歳代）

４

旅行は楽しめましたか？史跡めぐりが好きな自分としては
とてもうらやましい旅行です。気兼ねなくどこにでも行け
る幸せが戻ってきましたね。日置市内のさまざまなイベン
トにもにぎわいが戻ってきました。６月にはせっぺとべで
すね！多くのお客さまが訪れてくださいますように！

お便りありがとうございます !

読者の声読者の声読者の声読者の声
～日置市お便り板～

このコーナーは読者の皆さんから
の生の声をご紹介するページです。
本紙への感想、皆さんの日置市で
の出来事など、たくさんの声をお
聞かせください。

掲示板

1 2

３年間のコロナ禍という暗いトンネルの中からようや
く出口が見えてきてうれしい限りです。子どもが入

園してから１年間はwithコロナ生活でした。親が思って
いる以上にマスクを着けている時間が長く、先生方をは
じめ感染対策などとても神経を使ったと思います。感染
者が増えて登園休止になったりもしましたが、無事に１
年過ごせてよかったです。今まで園ではコロナのためで
きなかった行事を経験し、成長をしてくれたらうれしい
なと思います。   （まーいかゆっけ　伊集院町　30歳代）

キリトリ線✂
⇧点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）
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① 話題の内容に○をお願いします。　　　　１.今月のお題　　　　　２.フリートーク

③ アンケート：好きな記事を２つ○でお選びください。

プレゼント応募締切：令和５年5月23日（火）※当日消印有効
キリトリ線

１．特集　２．行政インフォメーション　３．まちの話題
４．Hioki100情報　５．お知らせ版　６．市民の窓　７．編集たいむ

② ①で選択した内容をお書きください。フリートークでは、広報紙を読んだ感想、今後取り上げて
ほしい記事から皆さんの周りであった身近な出来事や話題まで、何でも好きなことをお書きください。皆さんの声

待っています。

※個人情報の取り扱い
 ・ご記入いただいた個人情報は、お便
りのご紹介、プレゼントの発送以外
の目的では使用しません。

※文書の添削
 ・掲載する文書は、添削させていただ
く場合がありますので、あらかじめ
ご了承ください。

✂

◎市の人口（住民基本台帳）

◎地域別人口

総人口／
男　性／
女　性／
世帯数／

46,581人（‒236）
22,069人（‒152）
24,512人（‒84）
22,485世帯（‒36）

10,522人
24,934人
4,329人
6,796人

鹿児島県日置市

市　章

市の面積　253.01㎢

東市来地域
伊集院地域
日 吉 地 域
吹 上 地 域

Readers' voice

◎広報紙に広告を載せませんか？
市民の方への企業紹介と市の財源確保や企業の発展に貢献
するために広報紙有料広告を行っています（最終頁参照）。
希望の企業は、下記の広告代理店までご連絡ください。

◎広報紙に関するお問い合わせ先
日置市役所 総務課 広報戦略係 日置市伊集院町郡一丁目100番地
☎099（248）9401　FAX：099（273）3063

■令和５年度 日置市有料広告代理店
(株)鹿児島新生社印刷 ☎099（261）0111

４月１日現在（前月比）
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読者の皆さんの生の声をお届
けする掲示板です。
「今月のお題」から「フリートー
ク」まで、皆さんの生の声を
何でもお待ちしています。

※スキャン後「メール作
成画面はこちら」を
クリックして下さい。

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。
　総務課広報戦略係までご連絡ください（TEL 248-9401）。

商品お問い合わせ先：日置市茶業研究会
（事務局：ＪＡさつま日置茶指導課内） ☎099-273-4787

デジタル版広報ひおき

マイ広報紙マチイロ

過去の広報紙

いろんなカタチで

紹介しているよ！

いろんなカタチで

紹介しているよ！

をプレゼント！新茶「日置茶」
今月の表紙

メールからも
簡単に投稿できます！

　若手の茶生産者で組織する日置市茶業研究会
では、色味・水食・滋味の三拍子そろった新茶を
持ち寄りプレンドして仕上げた「日置茶」を販売
しています。新茶のうま味が詰まった日置茶をぜ
ひご賞味ください。
※日置茶はＡコープまつもと店で常時販売してい
ます。

　高山地区で第20回尾木
場めだかの里散策＆山菜狩
りが行われました。市内外
から55名の参加をいただき、
快晴の空の下、春の野山を
満喫しました。大きなワラ
ビを収穫し嬉しそうな表情
が印象的でした。
（４月９日　東市来地域）

「野の幸みぃーつけた！」

今月の
プレゼント!
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